
チャレンジする重点事業

気持ちいい住環境「暮らしたいまちがある」 資料3-１

説明文 説明文
① ①

② 子育て支援施設を計画的に整
備します 　多くの子ども未来園は、建築後50年近く経過しており、施設の老朽化が進んでいます。この50年

の間に、当時はあまり想定されていなかった3歳未満児の保育ニーズの高まり、自動車による送迎の
増加といった変化に施設が対応できていません。
　園児達が快適に保育サービスを受けられるように、令和元年度に策定した「子ども未来園　施設整
備10ヶ年計画」に基づき、計画的に子ども未来園の整備を進めます。
　子ども未来園以外の施設も、計画的な管理を進めます。

② 子育て支援施設を計画的に整
備します

　多くの子ども未来園は、建築後50年近く経過しており、施設の老朽化が進んでいます。この50年
の間に、当時はあまり想定されていなかった3歳未満児の保育ニーズの高まり、自動車による送迎の
増加といった変化に施設が対応できていません。
　園児達が快適に保育サービスを受けられるように、令和元年度に策定した「子ども未来園　施設整
備10ヶ年計画」に基づき、「橋五子ども未来園」、「（仮称）新羽黒保育園」の整備を進めており、他の
保育施設の更新についても、令和５年４月に策定した「子ども未来園　施設整備１０ヶ年計画（改訂
版）」に基づき、計画的に進めていきます。
　子ども未来園以外の施設に関しても計画的に整備します。

③ ③

④
住環境（インフラなど）を整えま
す

④
住環境（インフラなど）を整えま
す

⑤

空き家の活用をすすめます

⑤

空き家の活用をすすめます

⑥ ⑥

⑦ ⑦

【現行】　第２期いいね！いぬやま総合戦略 いいね！いぬやま総合戦略　2025-2030　（案）

チャレンジする重点事業 チャレンジする重点事業
犬山市での子育てと女性の活躍
を応援します

　子育てを応援するためには、子育てに関する不安を解消したり、子育てそのものへのサポートが大
切です。犬山市では、これまでも、そしてこれからも子どもが成人するまでの子育てを応援し続けま
す。
　また、「子育てが落ち着いたら自分は何をしようか」といった不安を取り除くことも必要だと考えま
す。ママたちが集まって、子育てや自分の将来について話をしたり、プチ起業を体験したりする場を
創って、ママたちの不安を解消します。
　第1期では、「子育てと女性の活躍応援チーム」が立ち上がりました。現在、老若男女を問わず、市内
在住・在学・在勤または市内で活躍していて、子育てと女性の活躍応援事業に関心のある人が、自
立・自走に向けて活動を開始しています。
　第2期では、「子育てと女性の活躍応援チーム」とともに、犬山市での子育てと女性の活動を応援す
る事業を実施します。事業を知ってもらい、参加してもらうため、市内で行われる子育て情報を分か
りやすく発信します。
　「子育てと女性の活躍応援チーム」に加わることもできますし、応援を受けて自分なりの活躍の場を
みつけることもできます。
　各種団体や企業などど協働して、犬山市全体で子育てを子育てをする人の活躍を応援するまち＝
子育てをしたいまちをつくります。

犬山市での子育てと女性の活躍
を応援します

　子育てを応援するためには、子育てに関する不安を解消したり、子育てそのものへのサポートが大
切です。犬山市では、これまでも、そしてこれからも子どもが成人するまでの子育てを応援し続けま
す。
　また、「子育てが落ち着いたら自分は何をしようか」といった不安を取り除くことも必要だと考えま
す。ママたちが集まって、子育てや自分の将来について話をしたり、プチ起業を体験したりする場を
つくり、ママたちの不安を解消します。
　犬山市全体で子育てや子育てをする人をサポートし、活躍を応援し、子育てをしたいまち、出産や
子育ての希望が実現できるまちをつくります。

あらたな産業立地を積極的にす
すめます 橋爪・五郎丸地区での道の駅エリア整備については、民間活力を最大限活用できるよう進めます。

　市内の幹線道路のうち「商業集積ライン」として設定された道路沿いへは、飲食店を中心に商業系
の施設を積極的に呼び込みます。
　生活に不可欠な買い物に困らないように、市民の暮らしを守ります。
　買い物の不便さを改善し、「住むまち」としての魅力を高めます。

あらたな産業立地を積極的にす
すめます 　市内の幹線道路のうち「商業集積ライン」として設定された道路沿いへは、飲食店を中心に商業系

の施設を積極的に呼び込みます。
　市街化調整区域での地域コミュニティの維持に向けた商業施設の立地を促進し、生活に不可欠な
買い物などに困らないように、　買い物の不便さを改善し、「住むまち」としての魅力を高めます。

犬山がもっと暮らしやすいまちになるよう、公園や公共交通網、道路などのインフラをしっかりと整
備することはとても大切です。
　市街化区域内の低・未利用地が活用しやすくなるように効果の高まる道路整備を進め、民間のチカ
ラを活かした宅地化を促進します。
　渋滞の改善が期待される重要な幹線道路の整備を進めます。
　移動手段を持たない人が困らないための、地域住民の「足」の確保について検討します。

　犬山がもっと暮らしやすいまちになるよう、公園や公共交通網、道路などのインフラをしっかりと整
備することはとても大切です。
　市街化区域内の低・未利用地が活用しやすくなるように効果の高まる道路整備を進め、民間のチカ
ラを活かした宅地化を促進します。
　渋滞の改善が期待される重要な幹線道路の整備を進めます。
　移動手段を持たない人が困らないための、地域住民の「足」の確保についても様々な可能性を探り
ながら対応していきます。

　空き家のデータベースを整備することで、空き家をまちの資源として利活用が進むように取り組み
ます。
　定住促進や地域の活性化を目指し、積極的に利活用できるように、犬山市の魅力紹介などと併せ
て、犬山市ならではの空き家の情報提供（空き家バンク）を進めます。

　定住促進や地域の活性化を目指し、空き家をまちの資源として利活用が進むように取り組みます。
　引き続き、犬山市の魅力紹介などと併せて、犬山市ならではの空き家の情報提供（空き家バンク）
を進めます。

帰ろうふるさと犬山へ　暮らそ
う働く犬山で 　市内の親と同居、もしくは親の近くに住みUターン定住する子ども世帯に対して、住宅のリフォー

ム・購入・新築などにかかる費用の一部を補助します。
　市外在住で市内に勤務する人が市内に定住するＩターンに対して、住宅の購入や新築にかかる費用
の一部を補助します。
　犬山に魅力を感じてＵＩＪターンするみなさんを応援します！

帰ろうふるさと犬山へ　暮らそ
う働く犬山で

　若者世代や子育て世代の市内への定住をすすめるために、犬山市に魅力を感じてUIJターンする
人、犬山市で創業する人を支援します。

「里山に住む」仕組みづくりに挑
戦します 栗栖や今井などの里山・田園集落の活性化を図るため、地域資源を活かした定住促進を進めます。

　地域活動に関わる人たちへの住宅サポートとして、空き家や優良田園住宅の活用などに取り組み
ます。
　また、木曽川を中心に水辺を活かした地域の活性化につながる取り組みを進めます。

「里山に住む」仕組みづくりに挑
戦します 　栗栖や今井などの里山・田園集落の活性化を図るため、地域資源を活かした定住促進を進めます。

　地域活動に関わる人たちへの住宅サポートとして、空き家や優良田園住宅の活用などに取り組み
ます。
　また、木曽川を中心に水辺を活かした地域の活性化につながる取り組みを進めます。



チャレンジする重点事業

説明文 説明文
⑧ ⑧

⑨ ⑨

⑩ 地域の集いの場づくりを応援し
ます 　高齢者の方が住みなれた地元で、いつまでも安心して暮らすことができるよう「住まい」「医療」「介

護」「予防」「生活習慣」「生活支援」が切れ目なく一体的に提供できる仕組みづくり（地域包括ケアシス
テム）を進めています。
　そのための取り組みの一つとして、地域での仲間づくりや、生きがいの支援、介護予防を目的に地
域の「集いの場」を自ら開設しようとする熱意ある団体を応援します。

⑩ 地域の集いの場づくりを応援し
ます 　高齢者の方が住みなれた地元で、いつまでも安心して暮らすことができるよう「住まい」「医療」「介

護」「予防」「生活習慣」「生活支援」が切れ目なく一体的に提供できる仕組みづくり（地域包括ケアシス
テム）を進めています。
　そのための取り組みの一つとして、地域での仲間づくりや、生きがいの支援、介護予防を目的に地
域の「集いの場」を自ら開設しようとする熱意ある団体を応援し、参加を促すなどの取り組みを進め
ます。

⑪ ⑪

⑫ ⑫

環境先進都市いぬやまを目指し
ます 　地球環境、自然環境、生活環境などの環境問題に取り組みます。

　環境基本計画を改訂し、行政だけではなく、市民や企業、各種団体と協働して推進します。
　みなさんが取り組む省エネを支援します。
　みなさんに自然の大切さを伝えます。
　循環型社会の形成を推進するため、ごみ減量、資源物リサイクルを進めます。

環境先進都市いぬやまを目指し
ます 　地球環境、自然環境、生活環境などの環境問題に、環境基本計画に基づき、市民や企業、各種団体

と協働して取り組みます。
　みなさんが取り組む省エネ・創エネ・蓄エネを支援します。
　みなさんに自然の大切さを伝えます。
　循環型社会の形成を推進するため、ごみ減量、資源物リサイクルを進めます。

【現行】　第２期いいね！いぬやま総合戦略 いいね！いぬやま総合戦略　2025-2030　（案）

チャレンジする重点事業 チャレンジする重点事業

　年齢や性別、国籍、障害の有無などに関わらず、「誰もが居場所と役割を持ち、健康でいきいきと暮
らすことができるまち」の実現を目指します。
　「誰もが健康でいきいきと暮らしていること」が、犬山市に暮らしている人にとってはもちろん、訪
れる人や、犬山市外に暮らしている人にとってもまちの魅力となるまちづくりを進めます。

安全・安心に暮らせるまちをつ
くります 　誰でも安全なまちで安心して暮らしたいと考えているはずです。

　市民意識調査から犬山市は「災害に強い」、「災害が少ない」という意見が多くありました。もっと災
害に強いまちとなるように、防災・減災に取り組み強靭なまちを作ります。
　防犯や交通安全対策を支援します。
　何かあったときの消防、救急、救助、医療などの安全体制を強化します。

安全・安心に暮らせるまちをつ
くります 　子どもから大人まで、誰もが、安全なまちで安心して暮らしていると実感できるまちとなるように、

もっと災害に強いまちとなるように、防災・減災に取り組み強靭なまちを作ります。
　防犯や交通安全対策を支援します。
　何かあったときの消防、救急、救助、医療などの安全体制を強化します。

誰もがいきいきと暮らせるまち
をつくります 女性、高齢者、障害者、外国人など「誰もが居場所と役割を持ち、健康でいきいきと暮らすことができ

るまち」の実現を目指します。
　「多様な人が健康でいきいきと暮らしていること」が犬山市に暮らしている人はもちろん、訪れる人
にとっても魅力を感じるまちづくりを進めます。

誰もがいきいきと暮らせるまち
をつくります

市民サービスをもっと簡単に分
かりやすく 　利用者である市民が、もっと簡単に市役所のサービスを受けられるように、手続きの方法がもっと

分かりやすくなるように、行政ではなく市民の目線で考えて、市民サービスを見直します。
　市民満足度の更なる向上を図るため、「親切、丁寧でスピーディな対応」、「ICTの活用や手続きの
簡素化」、「ストレスフリーな環境整備」、「市民との情報共有」に取り組みます。
　「犬山市役所は便利だね」、「犬山市に住んでいて良かったね」と思われる市役所を目指します。

市民サービスをもっと簡単に分
かりやすく便利に 　利用者である市民が、もっと簡単に、便利に市役所のサービスを受けられるように、手続きの方法

がもっと分かりやすくなるように、市民の目線で考えて、市民サービスを見直します。
　市民満足度の更なる向上を図るため、「親切、丁寧でスピーディな対応」、「DXの推進」、「ストレスフ
リーな環境整備」、「市民との情報共有」に取り組み、「来なくてもよい市役所」を目指します。



チャレンジする重点事業

居場所と出番「活躍したいまちがある」 資料3-２

説明文 説明文
① 犬山らしい教育をすすめます ① 犬山らしい教育をすすめます

② ②

③ ③

④ 「しごとの場」を増やします ④ 「しごとの場」を増やします

⑤ 農業でがんばる人を応援します ⑤ 農業でがんばる人を応援します

⑥ シェアリングエコノミーでスキル
を活用

⑥ みんなの資産をまちづくりに活
かします

⑦ 文化・スポーツで活躍・交流でき
るまちへ

　市民の文化、スポーツを通じた活躍・交流を促進します。
　市内のサークル団体の情報を集約して提供するとともに、市民が実施する生涯学習事業や、市内中
学校の部活動の指導者に地域の人材を派遣します。
　市民文化会館をはじめ、生涯学習施設、体育施設を計画的に修繕し、「観る」「行う」などの活躍を通
じて、文化やスポーツに親しむ場を確保します。

⑦ 文化・スポーツで活躍・交流でき
るまちにします 　市民文化会館や市体育館をはじめとする社会教育施設を計画的に修繕し、「観る」「行う」などの活

躍を通じて、文化やスポーツに親しむ場と機会を確保し、市民の文化、スポーツを通じた活躍・交流を
促進します。
　市民が実施する生涯学習事業や、市内中学校の部活動の指導者など、市内の文化・スポーツ活動に
地域の人材力を活かします。
　スポーツによる市民交流や地域の活性化をすすめるため、民間事業者などと連携し、新たなスポー
ツ大会の誘致に取り組みます。

⑧ ⑧

【現行】　第２期いいね！いぬやま総合戦略 いいね！いぬやま総合戦略　2025-2030　（案）

　犬山市では、少人数学級やＴＴ（チームティーチング）の実施、独自の副教本・副教材の活用などの特
色ある教育を進めています。
　最近では、「感性豊かな人づくり」を目指して、「国語教育日本一」をキーワードに掲げ、特に読解力
向上に力を入れて取り組みはじめました。幼保小中が連携して、感性豊かなどんな社会でも活躍でき
る人材を育てます。
　国や愛知県と連携して、教育におけるＩＣＴ利活用を促進します。
　子どもたちの健やかな育ちを応援するため、学校施設を積極的に改善します。
　犬山市の特色ある教育や、食育の一環としての学校給食を知ってもらう機会を作ります。

　犬山市では、少人数学級やＴＴ（チームティーチング）の実施、独自の副教本・副教材の活用などの特
色ある教育を進めています。
　「感性豊かな人づくり」を目指して、特に読解力の向上を目指して、図書館コーディネーターの配置
や学校司書との連携などにより読書活動の推進や授業改善を行っています。幼保小中が連携して、
感性豊かなどんな社会でも活躍できる人材を育てます。
　情報収集・活用能力や問題解決能力を養うため教育におけるＩＣＴの利活用を促進します。
　子どもたちの健やかな育ちを応援するため、学校施設を積極的に改善します。
　犬山市の特色ある教育や、食育の一環としての学校給食を知ってもらう機会を作ります。

チャレンジする重点事業 チャレンジする重点事業

がんばる企業と新たな起業を応
援します

　第1期に引き続き、市内でがんばる企業や新たな起業を応援します。
　第2期では、がんばって営業してきたお店や工場を残したかったけれど、後継者がいなくて廃業す
るしかない人と、そのお店や工場を引き継ぎたい人とのマッチング（＝事業承継）の支援に取り組み
ます。
　また、がんばる小規模事業者の販路開拓などを支援し、市内事業者の持続的発展を支援します。
　犬山市で起業したい人が抱える悩みを、ワンストップで解決します。
　起業を始め、その人の生き方に合った多様な働き方を応援します。

がんばる企業と新たな市内創業
を応援します

　長年営業してきたお店や工場の後継者を探したいと考えている人への支援、また継続して営業して
いくために必要な計画づくりや設備投資への支援など、市内企業が今後も存続していくためのさま
ざまな支援に取り組みます。
　また、創業したい人が抱える悩みを解決し、自信をもって創業できるように支援します。

新たな地域ブランド開発を応援
します 　自慢できる名物がたくさんあることで、まちの魅力が一層高まります。犬山ドッグをはじめ、多くの

名物や特産品が生まれ、磨かれるよう、様々な取り組みを支援します。
　特に、市内で作る農産物等を加工して新たな地域ブランドや商品を開発する事業を応援します。
　犬山の特産品を市外に向けて売り込むための営業活動を官民一体となってどんどん仕掛けます。

新たな地域ブランド開発を応援
します 　自慢できる名物がたくさんあることで、まちの魅力が一層高まります。多くの犬山産品が生まれ、

磨かれるよう、様々な取り組みを支援します。
　特に、市内で作る農産物等を加工して新たな地域ブランドや商品を開発する事業を応援します。

　犬山市の工業は、昭和30年代後半から急速な発展をとげてきました。現在、犬山市で働いている
人は、男性・女性ともに製造業で働いている人が最も多くなっています。
　第1期には、第5次総合計画を改訂し、工業系の企業誘致や市内企業の事業拡張などを促す産業集
積エリアを見直し、企業誘致を進めてきました。
　第2期においても、皆さんの「しごとの場」を提供する企業誘致、市内企業の事業拡張の支援に取り
組みます。

　犬山市の工業は、昭和30年代後半から急速な発展をとげてきました。現在、犬山市で働いている
人は、男性・女性ともに製造業で働いている人が最も多くなっています。
　市内産業の活性化に繋がる土地利用を想定した地域（産業集積誘導エリア）をはじめとして、市内で
の製造業系の企業立地や市内企業の事業拡張などを促し、雇用の場の創出を図ります。

　農家の高齢化が進んでいます。農作業がだんだんとできなくなって、耕作する面積を減らしたり、
後継者がいないなどの理由で、耕作放棄地が増えています。高齢農家の農作業支援や、新たな農業
の担い手の育成が必要です。農地を貸したい人と借りたい人、農業に詳しい人と農業をはじめてみ
たい人のマッチングも求められています。
　近年では、有害鳥獣による農作物被害が目立つようにもなってきました。がんばって育てた農作物
を安心して収穫できるよう農家の皆さんを応援します。

農業従事者の高齢化や後継者不足が進んでおり、農業の担い手減少が深刻な問題となっています。
また、担い手減少によって、耕作放棄地や管理が不十分な農地が増えています。
農業後継者や新規就農者の確保や育成を図り、農地の有効利用を促進します。
農産物のブランディングや6次産業化などによる経営の安定化を図る取組みの推進や支援により、
地域の農業者を育成します。

　シェアリングエコノミー（＝シェアエコ）とは、個人の「資産」（モノ、建物など）や「能力」（スキル、知識
など）を、インターネット上の仲介事業者を介して、必要とする人に貸し出すことで有効に活用する仕
組みです。
　さまざまなサービスがありますが、シェアエコを利用すれば、個人の「資産」を活かして活躍すること
もできます。
　地域課題の解決と、地域経済の活性化のため、シェアエコの普及に取り組みます。

　シェアリングエコノミー（＝シェアエコ）とは、個人の「資産」（モノ、建物など）や「能力」（スキル、知識
など）を、インターネット上の仲介事業者を介して、必要とする人に貸し出すことで有効に活用する仕
組みです。
　さまざまなサービスがありますが、シェアエコを利用すれば、個人の「資産」を活かして活躍すること
もできます。
　地域課題の解決と、地域経済の活性化のため、シェアエコの普及に取り組みます。

犬山の活性化へ金融機関・商工
会議所・大学等と連携 　総合戦略の推進においては、多様な主体との関わりが重要です。取り分け、金融機関や商工会議

所、大学等と連携することは、経済の活性化、子育て支援、教育など幅広い分野での展開が期待でき
ます。
　犬山商工会議所及び12の金融機関と結んだ包括協定、各大学等との連携協定に基づき、有益な取
り組みを検討し、実施していきます。

犬山の活性化につながる連携を
すすめます 　総合戦略の推進には、多様な主体との関わりが重要です。取り分け、金融機関や商工会議所、大学、

民間事業者等との連携は、経済の活性化、子育て支援、教育など幅広い分野での展開と、新たな可能
性が期待できます。
　犬山商工会議所及び12の金融機関と結んだ包括協定、大学や民間企業等と締結している協定など
に基づき、また、新たな連携も探りながら有益な取り組みを推進していきます。



チャレンジする重点事業

説明文 説明文
⑨ みんなで地域力UP！にチャレ
ンジ 　犬山市では、そこに住む人たちの手によって、地域ごとの特性を活かしたまちづくりが進められて

います。
　そうした活動の中で、より快適で魅力あふれる地域を目指し、地域住民自身が地域の課題を解決し
ていく取り組みを、行政と住民、関係者が一緒になって進めます。
　同時に、地域を支える人材を掘り起こし育成をしていきます。
　また、取り組みの成果は事業を実施した他の地域とも共有し、市全体での地域づくりにつなげま
す。

⑨ みんなで地域力UP！にチャレ
ンジします 　犬山市では、そこに住む人たちの手によって、地域ごとの特性を活かしたまちづくりが進められて

います。
　そうした活動の中で、より快適で魅力あふれる地域を目指し、地域住民自身が地域の課題を解決し
ていく取り組みを、行政と住民、関係者が一緒になって進めます。
　同時に、地域を支える人材を掘り起こし育成をしていきます。
　また、取り組みの成果は事業を実施した他の地域とも共有し、市全体での地域づくりにつなげま
す。

⑩ ⑩市民が主役のまちづくりをすす
めます

　令和元年に、犬山市協働のまちづくり基本条例を制定しました。この条例は、地域課題の解決のた
めに、市民、議会、行政の協働によるまちづくりを推進する理念条例です。
　次のステージでは、この条例の普及・啓発に取り組み市民参加を推進します。
　市民参加のあり方などを新たに定めるため、今ある市民活動支援条例を見直します。
　令和2年度にオープン予定の協働プラザと連携して、地域課題の調査を行い、市民と一緒に課題の
解決に取り組みます。
　すべての市民はまちの担い手であり、まちの魅力は人によって生まれ、磨かれます。市民一人ひと
りの「このまちが好き！」「ほっとけない！」の想いを、自立した市民活動として展開できるよう、支援
を続けます。

市民が主役のまちづくりをすす
めます 　犬山市協働のまちづくり基本条例の普及・啓発に取り組み、市民参加を推進します。

　「市民活動の拠点」、「新たなまちづくりの拠点」、「分野を超えた人との出会い、さまざまな形で社会
とつながるきっかけや、地域の資源が見つかる場所」である協働プラザのを活用し、地域課題の調査
を行い、市民と一緒に課題の解決に取り組みます。
　すべての市民はまちの担い手であり、まちの魅力は人によって生まれ、磨かれます。市民一人ひと
りの「このまちが好き！」「ほっとけない！」の想いを、自立した市民活動として展開できるよう、支援
を続けます。

【現行】　第２期いいね！いぬやま総合戦略 いいね！いぬやま総合戦略　2025-2030　（案）

チャレンジする重点事業 チャレンジする重点事業



チャレンジする重点事業

人の交流「訪れたいまちがある」 資料3-３

説明文 説明文
① シティプロモーションを積極展
開します

① シティプロモーションを積極展
開します

② 戦略ある“観光まちづくり”をす
すめます

② 戦略ある“観光まちづくり”をす
すめます

③ 木曽川河川空間を活性化します ③ 木曽川河川空間を活性化します

④ ④

【現行】　第２期いいね！いぬやま総合戦略 いいね！いぬやま総合戦略　2025-2030　（案）

チャレンジする重点事業 チャレンジする重点事業

文化財を保存し、魅力を創出・発
信します

　犬山市内には、国宝犬山城天守やユネスコ無形文化遺産になった「犬山祭の車山行事」をはじめ、国
指定（登録）・県指定・市指定を合わせて220件の文化財があり、そのほかにも未指定の文化財が豊
富にあります。
　市内各地に存在する文化財を後世へと引き継ぐため、適切に保存するとともに、展示・公開などの
活用を進め、魅力ＵＰに取り組みます。
　文化財の魅力をPRして、犬山市へ「訪れたい」と思う人を増やします。

文化財を保存し、魅力を創出・発
信します 　犬山市内には、国宝犬山城天守やユネスコ無形文化遺産になった「犬山祭の車山行事」をはじめ、国

指定（登録）・県指定・市指定を合わせて220件の文化財があり、そのほかにも未指定の文化財が豊
富にあります。
　市内各地に存在する文化財を後世へと引き継ぐため、適切に保存するとともに、展示・公開などの
活用を進め、魅力ＵＰに取り組みます。
　市内に広がる文化財の魅力によって、犬山市へ「訪れたい」と思う人や、住むまちとしての誇りや愛
着、関心をもてる人を増やします。

　犬山市の魅力、暮らし、行政サービスの内容などを、わかるように伝えることはとても大切です。市
内に住む人には犬山の良さを再認識してもらうことができます。
　市外の人には興味を持ってもらい、まずは「行ってみたい」まちへ、そこから「住んでみたい」まちに
なることを目指します。
　また、犬山市内で開催される文化やスポーツ、健康に関するイベントを、市外に向けてさまざまな
ツール（手段）を利用して、積極的に発信し、趣味や活動を通じた犬山ファンを増やします。

　シティプロモーションを通じて、ふるさと犬山への愛着を高めることを目指します。そこから、地域
を大切にする新たな活動も生まれるものと考えます。
　住んでいる人が心豊かに暮らしているから、訪れた人も楽しくなる・・・。シティプロモーションを展
開し、誰もが「豊かさを実感できるまち」を目指します。

　犬山市の魅力、暮らし、行政サービスの内容などを、市内に住む人にわかりやすく伝えることで、犬
山の良さを再認識してもらい、もっと犬山市を好きになってもらうことが大切です。
　また、犬山市の魅力などの情報を広く発信することで、市外の人に犬山市という、まち全体に興味
や関心を持ってもらい、まずは「行ってみたい」まちへ、そこから「住んでみたい」まちになることを目
指します。
　また、犬山市内で開催される文化やスポーツ、健康に関するイベントを、市外に向けてさまざまな
ツール（手段）を利用して、積極的に発信し、趣味や活動を通じた犬山ファンを増やします。

　シティプロモーションを通じて、ふるさと犬山への愛着を高めることを目指します。そこから、地域
を大切にする新たな活動も生まれるものと考えます。
　住んでいる人が心豊かに暮らしているから、訪れた人も楽しくなる・・・。シティプロモーションを展
開し、誰もが「豊かさを実感できるまち」を目指します。

　これまで観光とは縁遠かった、ひと・組織・産業など、さまざまな分野の地域資源とのかけ合わせ
（観光×○○）により、新しい観光産業を創り出します。また、観光の分野に多くの市民の皆さんが参
画できる仕組みをつくり、さらなる観光振興を図ります。
　観光に関わる産業の裾野を拡げることで経済効果を市全体に拡げることに挑戦します。特に「人の
交流や体験」など、新たな魅力の発掘にチャレンジします。

　これまで観光とは縁遠かった、ひと・組織・産業など、さまざまな分野の地域資源とのかけ合わせに
より、新しいコンテンツ、観光産業を創り出します。
　また、観光の分野に多くの市民の皆さんが参画できる仕組みをつくり、さらなる観光振興を図りま
す。
　観光に関わる産業の裾野を拡げることで経済効果を市全体に拡げることに挑戦します。特に「人の
交流や体験」など、新たな魅力の発掘にチャレンジします。

　木曽川は、風致景観の優秀さと学術的価値の高さから、国の名勝に指定されています。このような
木曽川の魅力を活かした河川空間の活性化に取り組みます。さらなるにぎわいや地域活力が創出さ
れ、かつ持続し続けられる仕組みづくりを進めます。
　内田地区では、犬山城や城下町に近いことから、観光客を誘導し回遊性と河畔の魅力を高めるため
に必要な整備や取り組みを実施します。
　栗栖地区では豊かなみどりと河川空間という自然の魅力を活かした地域活性化、および移住・定住
支援に取り組みます。

　木曽川は、風致景観の優秀さと学術的価値の高さから、国の名勝に指定されています。
　このような木曽川の魅力を活かした河川空間の活性化に取り組みます。
　さらなるにぎわいや地域活力が創出され、かつ持続し続けられる仕組みづくりを進めます。
　内田地区では、犬山城や城下町に近いことから、観光客を誘導し回遊性と河畔の魅力を高めるため
に必要な整備や取り組みを実施します。
　栗栖地区では豊かなみどりと河川空間という自然の魅力を活かした地域活性化、および移住・定住
を促進する活動の支援に取り組みます。


